
 

人
事
院
は
、
13

年
の
人
事
院
報
告
の
中
で
「
給

与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
」
に
つ
い
て
、
早
急
に

結
論
を
得
る
と
報
告
し
、
地
方
と
高
齢
層
の
公
務

員
給
与
水
準
の
引
き
下
げ
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

 

05

年
の
人
事
院
勧
告
当
時
を
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
政
府
は
「
給
与
構
造
改
革
」
に
よ
り
、
地
方

交
付
税
を
年
間
６
千
億
円
も
減
ら
し
、
不
当
な
給

与
費
の
削
減
を
行
い
ま
し
た
。
当
時
の
地
方
公
務

員
に
対
す
る
給
与
水
準
の
引
き
下
げ
は
、
地
域
経

済
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。 

 

今
回
の
「
総
合
的
見
直
し
」
は
０５
年
と
同
様
に
、

給
与
水
準
引
き
下
げ
に
直
結
す
る
も
の
で
す
。 
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≪ 組合員個人署名活動 ≫ 

 

ア）取組期間  ～３月末まで 

イ）取組対象  全組合員およびその家族 

ウ）取組目標  組合員数の５倍の署名数 

エ）署名の集約 

第 １ 次 集 約  ２ 月 １ ４ 日 （ 金 ） 

第 ２ 次 集 約  ３ 月 ２ ０ 日 （ 木 ） 

網走地本組合員 3,700 人×5 筆 

多くの署名で、 

2014 人事院勧告を出させない！ 

網
走
地
方
本
部
で
は
１
月
１８

日
か
ら
１９

日
に

か
け
て
、
紋
別
市
立
オ
ホ
ー
ツ
ク
青
年
の
家
で

「
14

春
闘
討
論
集
会
・
第
１
回
単
組
総
支
部
代
表

者
会
議
」
を
開
催
し
、
管
内
各
地
か
ら
17

単
組
総

支
部
57

名
の
参
加
に
よ
り
２
日
間
に
わ
た
る
討

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

集
会
で
は
、
道
本
部
や
地
方
本
部
執
行
部
か

ら
、
13

秋
期
闘
争
（
賃
金
確
定
闘
争
・
現
業
公
企

統
一
闘
争
）
の
総
括
や
14

春
闘
方
針
の
提
案
が
行

わ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
全
体
で
７
本
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。 

発
言
で
は
、
全
道
庁
１
月
闘
争
の
支
援
要
請
、

単
組
に
お
け
る
成
果
や
課
題
、
現
業
職
場
の
民
間

移
譲
に
向
け
た
現
状
と
課
題
、
「
労
使
関
係
ル
ー

ル
に
関
す
る
基
本
要
求
書
」
の
取
り
扱
い
、
青
年

部
の
春
闘
期
の
取
り
組
み
、
中
間
自
治
体
選
挙
闘

争
の
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
、
執
行
部
答
弁
の

後
、
14

春
闘
方
針
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

≪ 2014 春闘 日程と戦術 ≫ 

①統一要求書の一斉提出 ２月２４日（月） 

②回答指定日  ３月 ５日（水） 

③組合旗掲揚  ２月１７日（月）～ ３月末 

④重点交渉期間 ３月 ６日（木）～１３日（木） 

⑤腕章着用   ３月１１日（火）～１４日（金） 

⑥２９分時間内くい込み集会 ３月１４日（金） 

⑦超勤拒否   ３月１４日（金） 

⑧出張拒否   ３月１４日（金） 

≪春闘期 全単組オルグ≫ 

２月１２日（水）～１３日（木） 

 

ま
た
、
当
面
の
た
た
か
い
と
し
て
「
人
事
院
『
給

与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
』
に
反
対
す
る
取
り
組

み
」
を
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。 

 

具
体
的
な
取
り
組
み
は
、
全
単
組
で
の
「
人
事

院
総
裁
に
対
す
る
要
請
文
書
送
付
行
動
」
、

組
合

員×

５
名
を
目
標
と
し
た
「
署
名
行
動
」

を
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。 



 

 

 

 

世
代
間
の
給
与
配
分
の
見
直
し 

 

人
事
院
は
「
50

歳
台
後
半
層
の
官
民
較
差
は
依
然

と
し
て
大
き
い
」
と
し
て
、
給
与
カ
ー
ブ
の
見
直
し

が
必
要
だ
と
し
て
い
る
。 

【
問
題
点
】
①
官
と
民
で
は
、
人
事
管
理
（
管
理
職

へ
の
昇
任
な
ど
）
の
違
い
が
大
き
い
。
例
え
ば
、【
給

与
水
準
の
ピ
ー
ク
】
を
比
較
す
る
と
民
間
が
50
代

「
前
半
」
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
の
に
対
し
、
官
（
公

務
員
）
は
50

代
「
後
半
」
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。 

②
差
を
埋
め
る
必
要
性
そ
の
も
の
に
疑
問
が
あ
る
。

③
給
与
カ
ー
ブ
見
直
し
は
、
50

歳
台
後
半
の
大
幅
賃

金
引
下
げ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
若
い
世
代
へ
の

引
き
下
げ
と
い
う
影
響
も
あ
り
う
る
。 

 

こ
れ
以
上
の 

「賃
金
水
準
の
引
き
下
げ
」 

「地
域
間
の
格
差
の
拡
大
」を 

あ
な
た
は 

 

許
す
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？ 

 

地
域
間
の
給
与
配
分
の
見
直
し 

 

人
事
院
は
民
間
賃
金
指
数
の
低
い
12
県
を
ひ
と
つ
の

グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
官
民
較
差
の
率
の
差
を
算
出
し
た

と
こ
ろ
、「
２
ポ
イ
ン
ト
台
半
ば
の
差
が
あ
る
の
で
、
見

直
し
が
必
要
」
と
し
て
い
る
。 

【
問
題
点
】
①
民
間
賃
金
指
数
の
低
い
県
は
、
地
理
的

に
散
在
し
て
い
る
。
②
民
賃
の
低
い
県
を
１
つ
の
グ
ル

ー
プ
と
し
て
、
新
た
な
較
差
を
生
み
出
し
た
の
は
非
常

に
恣
意
的
で
は
な
い
の
か
。
③
現
時
点
に
お
い
て
も
、

国
家
公
務
員
の
本
府
省
勤
務
者
（
東
京
周
辺
）
と 

地
域

手
当
費
支
給
地
（
東
京
周
辺
以
外
）
と
の
間
に
は
、
２

割
を
超
え
る
水
準
差
が
あ
る
こ
と
。
④
職
務
給
の
原
則

で
あ
る
「
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
」
の
原
則
に
矛
盾
し

て
い
る
。
⑤
国
家
公
務
員
に
関
し
て
は
「
職
員
間
の
配

分
変
更
」
か
も
し
れ
な
い
が
、 

地
方
公
務
員
に
と
っ
て

は
、
結
果
と
し
て
「
賃
金
水
準
そ
の
も
の
の
引
き
下
げ
」

に
つ
な
が
る
。 

人
件
費
削
減
の
最
大
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は 

私
た
ち
「地
方
公
務
員
」じ
ゃ
な
い
の
？！ 

 

人
事
院
「給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
」の 

最
大
の
問
題
は 

こ
の
ふ
た
つ
！ 

地本のうごき 

 

１月 30 日(木) 自治労第 146 回中央委員会(東京都) 

          津別町職第 51 回定期大会 

２月  １日(土) 地本青年部春闘一泊学習会(温根湯) 

２月  ６日(木) 道本部第 118 回中央委員会(札幌市) 

２月  ８日(土) 連合網走地協春闘討論集会(北見市) 

２月 11 日(火) 2.11紀元節復活反対!日の丸･君が代

強制反対!網走管内集会(北見市端野) 

2 月 12 日(水) 道本・地本合同春闘オルグ（～13 日） 

2 月 15 日(土) 道本部自治体財政セミナー(札幌市) 

2 月 21 日(金) 全国町村職総決起集会(東京都) 

2 月 24 日(月) 春闘統一要求書一斉提出日 

 

北見市議会議員選挙 
告  示  ３月 16日（日） 

投開票  ３月 23日(日) 
 

組織内推薦 候補予定者 

川島 あきのり （新人） 

すみた  一男 （現職） 
 
自治労北海道網走地方本部は、第 1 回執行委員会におい

て「すみた一男」「川島あきのり」を推薦決定しています。 


